
 

 

モニタリング結果報告書 

施   設 足柄ふれあいの村      

指定管理者 アクティオ株式会社     

施設所管課 子ども教育支援課      

（平成 23 年度 下半期） 

管理運営状況総括 

 

１ 今期の指定管理者の管理運営状況（２～10 の結果を踏まえ、判定してください） 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ａ：提案を上回る取組みを実施し、極めて良好な管理運営状況である。  

Ｂ：提案どおりに取組みを実施し、良好な管理運営状況である。  

Ｃ：提案どおりに取組みを実施したが、管理運営状況については、一部工夫が必要な面がある。 

Ｄ：提案どおりに取組みを実施していない。また、提案どおりに取組みを実施したが、管理運営状

況については、抜本的な改善が必要である。 

 

２ 月例報告書によるモニタリングの概況 

確認方法 

報告

月 

受理日 

確認通

知日 

月報

確認 

現場

確認 

電話

確認 

指導

等の

有無 

備考（指導事項等） 

10 月 11月10日 11 月 25日 ○ × ○ あり 年度協定書で事業計画としてあげてい

た１事業が協力先との調整不足で実現

不可能となってしまったため、計画性を

持って進めるよう指導した。 

11 月 12 月９日 12 月 27日 ○ × × なし 所のメーンイベントである「森の大地

祭」については、約 2,700 名という多く

の来場者のあったことを確認した。 

12 月 １月 10 日 １月 25 日 ○ × × なし 利用者の少ない時期を活用して、計画的

に職員研修や施設の大掃除等を実施し

たことを確認した。 

１月 ２月 10 日 ２月 21 日 ○ × × なし 利用者の少ない時期を活用して、計画的

に職員研修や施設の大掃除等を実施し

たことを確認した。 

２月 ３月９日 ３月 26 日 ○ × × なし 寒い時期ならではの事業を計画したと

ころ、定員に満たなかったが、参加者か

ら好評を得たことを確認した。 

３月 ４月 10 日 ４月 20 日 ○ × × なし ２月に引き続き、施設の修繕、補修工事

等を集中的に行ったことを確認した。 

   

＜判定理由＞ 

冬期に主催事業を積極的に開催するなど、利用者増に努めた結果、東日本大震災の影響を

受けた上半期に比し利用者増が図られ、結果的に前年同期の２割近い増であったこと、良好

な収支状況であること、利用者満足度調査や苦情等への対応状況等も問題ないことから、Ｂ

判定とした。 



３ 指定管理者が提案した取組み等の実施状況 

 

 

 

 

 

＜提案内容の概要＞ 

外部運営委員によるモニタリングを実施し、施設利用の活性化や魅力ある施設運営への提言や

評価を受ける。 

＜実施状況＞ 

外部運営委員会の立上げを行い、市議会議員、近隣地区の自治会長、郷土資料館長、地権者

代表等、関係機関や地域団体等の代表者に就任を依頼し、24 年度から年３回、運営委員会を開

催する予定である。 

 

＜提案内容の概要＞ 

情報提供の充実に向けた取組みを実施する。 

 

＜実施状況＞ 

①村周辺施設の情報提供については、各所のパンフレットの配架を行ってきた。また、村の「24

年度の利用の手引き」の冊子に近隣施設とふれあいの村の活用方法の参考例を掲載するなど、

積極的な情報提供に努めている。 

 ②村内に、気象情報掲示板を２か所設置する予定であったが、安全な設置とリアルタイムに更

新する作業に課題があるため、見合わせた。その代替として、24 年度は、利用者にインターネ

ットブロードバンド回線の無料提供ができるように取り組んでいきたい。 

 ③村周辺の自然に関する情報提供については、ホームページのコンテンツである、「生き物語り」を

月一度更新している。また、毎週水曜日には、神奈川新聞に「四季のたより 足柄ふれあいの村から」

を連載するとともに、ホームページ上の掲載も行い、さらなる自然環境情報提供に努めてきた。 

 ④上半期に引き続き、ホームページを活用した事業紹介を積極的に行った。見た人に、「村に行って

みたい」と思ってもらえるよう、掲載内容を工夫した。南足柄市のホームページとリンクを貼り、

市や周辺施設・機関との連携や情報提供の充実に向けて取り組んできた。 

 

＜提案内容の概要＞ 

利用者の意見を把握し、運営に反映させる。 

＜実施状況＞ 

①ホスピタリティある接遇に力を入れ、職員が誠実な対応に努めた結果、クレームは減ってい

る。改善意見をいただいた内容については、所内で意見交換を行いながら、対応策に取り組ん

できた。 

②退村時における利用者アンケートでの意見・要望等を受け、カーテンの更新、浴室の塗装及

び雨漏りの修繕等、施設の保全に力を入れた。また、清掃点検や約束事の表示を新たにするこ

とで、利用者からの評価は、下半期は「良好」が 85％という高評価だった。24 年度も利用者の

意見や要望を施設運営に積極的に反映していく。 

 

＜提案内容の概要＞ 

利用者へのサービス向上に向けた職員の研修を計画的に行う。 

＜実施状況＞ 

  野外教育体験施設の職員として利用団体の活動に積極的に対応支援ができることを研修目標

とし、レクリエーション指導、野外炊事指導、キャンプファイヤー指導等のスキルアップを目

指定管理者の選定に際して、サービスの向上や利用促進の観点から提案された各取組み等につい

て、提案内容の要旨とそれに対応する形で実績又は今後の見込みを記載してください。 



指して、利用者の少ない冬期に研修を実施した。ノウハウやスキルを獲得することでプログラ

ム開発にも創意工夫ができ、指導がより積極的になった。24 年度も、業務の基本となる電話応

対や、利用者接遇マインドを身に着けるための研修、活動指導スキル向上を目的とした研修に

計画的に取り組む。 

 

４ 収支状況（単位：千円）注：千円未満を切捨てているため、合計は一致しません。 

収 入 額 

 

収入合計 指定管理料 利用料金 その他収入 

支出額 収支差額 

年間予算額 

今期 

（前期） 

142,545 

(146,263) 

138,797 

(143,754) 

3,748 

(2,509) 

- 

(-) 

142,545 

(146,263) 

0 

(0) 

下半期 

予算額 

70,262 68.914 1,348 - 70,262 0 

10 月 
12,341 11,324 185 832 9,182 3,159 

11 月 
11,774 11,022 95 656 18,141 △6,367 

12 月 
12,456 12,152 149 154 10,767 1,688 

１月 
11,215 11,052 15 148 5,790 5,425 

２月 
11,289 11,064 118 106 8,970 2,318 

３月 
13,085 12,300 332 453 38,841 △25,754 

今年度 

半期計 

72,162 68,914 896 2,352 91,692 △19,530 

前年度 

同期計 

73,827 71,530 745 1,552 76,122 △2,295 

 

 

 

 

 

収支状況に関する意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

① 年間予算額における収支差額が０でない場合は、その理由を記載してください。 

② 今年度半期計欄の収支差額が、収入合計又は支出額のうち低い方の額の１割以上プラス又はマ

イナスとなっている場合は、その理由を分析し詳細に記載するとともに、必要な場合は、対応策

も併せて記載してください。また、収支差額に１割以上プラスが生じた主な理由が人件費の削減

である場合は、年度協定における人員配置計画と比較し、合理性が認められるか否かを記載して

ください。 

③ 今年度半期計における収入額又は支出額が前年度対比 30％以上プラス又はマイナスとなってい

る場合は、理由を分析し、詳細に記載してください。 

１ 指定管理者の収入を記載してください（県の収入である「使用料」は含みません。）。 

２ 「その他収入」は、都市公園の駐車場収入、雑収入、寄付金収入など指定管理料と利用料金以外

のすべての収入を記載してください。 

 

 

② 施設利用の少ない年度後半に、利用者サービスの向上に努めるため、浴室の塗装、山荘の

雨漏り修繕、貯湯槽の逆止弁修繕（修繕費約 860万円）や、コテージのカーテンの一部更新

（消耗品費約 400万円）等を行うとともに、年間の本社経費（約 1,320万円）を３月分でま

とめて支出したため、３月分の収支差額が 2,500 万円を超えており、結果として下半期がマ

イナスになっているが、上半期に約 2,400 万円のプラスになっているため、年間を通じては

収支のバランスが取れている。  



＜参考＞ 

本施設について県が支出した（する）修繕費等 

 

「100 万円以上の修繕費等については県が支出する。ただし、管理業務の効率的又は効果的な運営

を目的として指定管理者が修繕を行おうとする場合には、県に協議を申し出ることができる。」と基

本協定で定めている。施設の状況をより的確に把握するため、県が支出した修繕費等についても参

考に記載している。 

 

 

 

 

 

 

該当なし 

 金額 工事箇所・内容 

上半期   

下半期   

総額   

 

（今期に行った資本的な収入及び支出等の状況） 

該当なし 

 内容 金額(千円) 

  

  収入の状況 

  

  

  支出の状況 

  

(期首) 

積立等の状況 

 

(期末) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の状況：定期預金の取り崩し、借入れによる収入があった場合等は、その旨を必ず記載して

ください。 

支出の状況：車両の購入、施設の増改築、また定期預金の積み立てを支出に含めた場合等は、そ

の内容を必ず記載してください。 

積立等の状況：積立・借入れ等がある場合は、その内容（施設の増改築のための積立・借入れ、

定期預金等）、当該期首及び期末の金額を必ず記載してください。 

○ 県が支出した施設の修繕費等の金額及び工事内容を記載してください。 

○ 「金額」欄は、半期ごとの総額を記載し、「工事箇所・内容」欄には、主な工事とその金額をカッ

コ書きで記載してください。 

○ 修繕等の一覧がある場合は、参考にご提供くださるようお願いします。 



５ 利用状況    

 利用者数 前年同月利用者数 前年対比増減率 

10 月 10,734 人         10,337 人 3.8％ 

11 月       10,459 人      10,289 人 1.7％ 

12 月      2,248 人      1,950 人 15.3％ 

１月       801 人         654 人 22.5％ 

２月       1,482 人      1,833 人 △19.1％ 

３月      4,661 人       460 人 913.3％ 

 

 目標利用者数 利用者数 前年同月 

利用者数 

目標対比 

増減率 

前年対比 

増減率 

今年度 

上半期計 

53,000 人 54,026 人 56,569 人 1.9％ △4.5％ 

今年度 

下半期計 

22,000 人 30,385 人 25,523 人 38.1％ 19.0％ 

利用状況に関する意見等 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 苦情・要望等の状況 

受付件数（うち施設所管課受付分） 

 口頭 文書 

下半期報告 対面 電話 手紙 メール アンケート 

合計 

       

計 2（0） 1（1） 0（0） 0（0） 168（0） 171（1） 

 

７ 特筆すべき苦情・要望等及び対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

① 今年度上（下）半期計の前年対比増減率が、１割以上プラス又はマイナスとなっている場合は、

その理由及び対応策を分析し記載してください（特に、理由の記載にあたっては、各月の状況を

分析し、わかりやすく具体的に記載してください。）。 

② 目標利用者数を下回った場合は、その理由を記載してください。 

なお、目標利用者数を定めていない場合は、未記入もやむを得ませんが、次回以降は記入して

ください。 

 

＜意見等＞ 

①東日本大震災の影響により 23年３月の利用が９割以上減り、昨年度の利用者は約１割減だ

ったが、今期は回復した。例年利用者の少ない 1～３月に、利用者数増をねらった主催事業を

企画したところ、参加者からは、「寒かったが、冬ならではのイベントで、家族と楽しめてよ

かった」等の感想をもらった。そのような参加者は事業参加のリピーターとなり、利用者数の

増につながった。 

類似の苦情や要望が多く寄せられたもの、苦情や要望をもとに対応した取組みが利用者に評価さ

れたもの、苦情や要望のうち対応したいと考えるが、諸般の事情により対応できないものなど、特

に注意すべき場合に記載してください。 

 



 

分野 概要 対応状況 

・コテージの暖房が点かない。 

部屋のガスヒーターは、使用しない期

間が長いと配管にエアが溜まり、点火

しない場合がある。 

コテージチェック等を通して、職員が

復旧作業をし、適宜対応している。 

施設・設備 

・コテージの鍵等がかかりづらい。 

 

鍵穴の摩耗が原因となるが、マスター

キーの問題もあり、全てを更新するの

は難しい状況にある。鍵のかかりにく

い場所には、表示を行って、注意喚起

している。 

・変更点があった場合には、早めに連

絡し、代案を示してほしい。 

団体の担当者と事前連絡が取れなかっ

たこともあり、当日に変更のお知らせ

をすることになってしまった。 

今後は電話だけでなく、ファクシミリ

や電子メールなど複数の連絡手段を取

り、団体の担当者に確実に情報が伝わ

るようにしていく。 

職員対応 

・利用の変更等に係る、職員から食堂

への連絡が不十分だった。 

食堂業者との連絡事項や書類のやり取

りの方法などを再度確認し合った。 

また、給食委員会を適宜開催し、運営

の問題点等について協議し、対応して

いる。 

・ホームページ上やインターネットを

使って予約申込みができると良い。 

今後、他村や県と調整しながら実施に

向けて検討していきたい。 

事業内容 

・活動計画書などの書類をメールでや

り取りできると良い。 

提出書類の様式はホームページからダ

ウンロードできるようになっており、

メールの活用も検討していきたい。 

その他 

・宿泊コテージの他グループが深夜ま

でうるさく騒いでいた。 

入村時や受付時、施設の巡回時などに

おいて、施設のルールと順守にご理解

とご協力をお願いしている。 

 

８ 事故や不祥事等の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者や職員が死傷した場合、業務の実施において法令違反等による指導や処分を受けた場合及

び個人情報や公金の管理等において不適切な取扱い等があった場合は、その概要と対応状況を記載

してください。 

なお、利用者の死亡事故や個人情報の流出等、重大な事故や不祥事が発生した場合は、行政改革

課に任意の様式により速やかに報告書を提出してください。 



 

該当なし 

 

 

９ 随時モニタリングの実施状況 

 

 

 

 

該当なし 

実施日 

（事故発生日） 

対応者等 経緯・調査内容 

調査結果（指定管理者の課題の有

無等を含む） 

月 日 

（月 日） 

   

月 日 

（月 日） 

   

 

 

10 下半期の所見等 

 

 

 

 

指定管理者 

・指定管理者の初年度として、改善志向を基本に、職員全体が一

丸となって意欲的に取り組んできた結果、利用者から高い評価を

受けることができた。 

・利用者が少なくなる冬期は、冬ならではの主催事業を企画する

とともに、南足柄市の観光課等と協働する事業の展開をして、利

用者増につなげるよう努めた。今後も企業や関係機関等と協働す

る事業の取組みを進めていきたい。 

・経年劣化による施設の不具合や故障箇所の修繕については、利

用者の安全及び改善要望の多かった箇所を、重点的に行った。安

心・安全かつ快適な施設利用につながるよう今後も努めていきた

い。 

・不登校対策自然体験活動事業については、教育支援センターや

特別支援教室等、学校現場への広報活動を強化するとともに保護

者を対象にした説明会を参加しやすい場所で実施する等、広く周

知に向けた取組みを企画していきたい。 

 

発生日 事故の概要 指定管理者の対応状況 

原因・問題点 

（指定管理者の課題を含む） 

月 日 

  

 

 

 月 日 

  

 

 

 月 日 

  

 

 

事故や不祥事の発生等に伴い、施設所管課が随時モニタリングを実施した場合は、調査内

容や結果を記載してください。 

２～９の各項目の状況等を踏まえ、指定管理業務をより効果的･効率的に推進する観点か

ら、反省点や改善策等を記載してください。 



施設所管課 

・指定管理者初年度ということで、利用者対応等、年度当初はスムー

スに行かなかったことも、１年間を終えてみると、満足度調査等で利

用者の方々から高い評価を受けられたことは、大いに評価できる。２

年目以降は、利用者が快適に過ごしていただけるよう、更に職員一人

ひとりが努力して業務に当たってもらいたい。 

・地域に定着するため、指定管理者初年度の今年度は、南足柄市を初

めとする関係機関と頻繁に連絡を取り合うとともに、自治会等とも積

極的に交流した。また、施設利用の活性化や魅力ある施設運営に向

けたモニタリングのための外部運営委員会については、今年度は開催

に向けた準備を進め、次年度からの開催にこぎつけた。 

・不登校対策自然体験活動事業については、24 年度は、利用者の拡

大につながるよう、知りたい人に情報が確実に届くような効果的な広

報活動を行い、周知に努めてもらいたい。 

 

 

 

 

 


